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 生駒教授は、他の審査委員同様、中間審査からの改善を評価した上で、まだ冗長な部
分が多い点、また “docile bodies” や “precariat” など、用語の説明が不十分である点が
指摘された。また、デール講師の指摘にあった文字の分析については、漢字が古来男性
によって使用され、平仮名が女性によって発明されたことを指摘し、これらの使い分け
が大いにジェンダーの問題を含むことが示唆され、今後の研究で追及するようにとの指
導がされた。 
 上述のように、様々な指摘や改善点が挙げられた。これらの指摘に対し、Buritica Alzate
さんからは、出版に向けて改善に取り組む旨が表明され、また今後の研究の課題として
取り組む決意が示された。 
 審査は10:10より11:30まで行われ、その後審査委員会による協議が行われた。審査委
員会は本論文が日本文学における女性身体の表象をフェミニズムとジェンダー・セクシ
ュアリティの点から研究したものとして、オリジナルかつ学術的に洗練されたものであ
ることを確認し、著者が研究者として十分な学術的見識と研究能力を有していると認め、
全員一致で博士学位を授与するに値するとの結論に至った。 
